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＜はじめに＞ 

平成３１年第１回東神楽町議会定例会の開会にあたり、町行政を代表し、ま

ちづくりに対する所信を申し述べます。 

 

＜平成時代の東神楽町＞ 

 「内平らかに外成る（うちたいらかにそとなる）、地平らかに天成る（ちたい

らかにてんなる）」。現在の元号、平成の語源となった言葉です。地域の内外が

よく治まり、平和が達成されることを意味しているそうです。 

 「平成」という言葉が意味するように、平成の時代は東神楽町にとって平和

と繁栄の時代でした。人口増加率は北海道内１位、年少人口割合も北海道内１

位になり、東神楽町は「若くて活気のある町」の名を欲しいままにしてきまし

た。 

また、集客力のある大型商業施設の建設や、旭川空港の拡張など、他の自治

体がうらやむ「にぎわいと交流の町」も体現してまいりました。 

 

＜諸先輩への感謝＞ 

 こうしたまちをつくりあげた功労者は、先ほどお亡くなりになられた関崎定

治名誉町民をはじめとするまちづくりに人生を捧げた諸先輩方です。関崎名誉

町民をお見送りする際、私は関崎名誉町民のひそみに倣い、今度は我々が中心

となって、平成のその先の時代の東神楽町の礎を作っていかなければならない

と決意を新たにいたしました。 

 

＜新時代の最大の障壁は少子高齢化と働く人の減少＞ 

 東神楽町が、平成の次の新時代に立ちふさがる最大のハードルは「少子高齢

化」と「働く人の減少」です。何もしなければ、２２.５％だった高齢化率は、
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２０４０年には４１％を超え、１７％だった年少人口割合は、２０４０年には

現在の北海道全体をも下回る１０.８%へと落ち込みます。働く人の数は現在の

６,０００人から４,０００人へと３分の２に大きく減少します。新時代の東神

楽町は、「少子高齢化」と「働く人の減少」との戦いが大きなテーマとなります。 

 

＜少子高齢化対策４方策＞ 

 東神楽町がこの戦いに勝ち抜くためには、政策を総動員して立ち向かわなけ

ればなりません。今年度は、特に「東神楽流定住対策」「東神楽流子育て支援」

「東神楽流スーパー健康長寿社会の実現」「東神楽流高齢者の活躍の場づくり」

に力を入れて取り組んでまいります。 

 

第一に、『東神楽流定住対策』です。 

人口減少に歯止めがかからなくなってから定住対策を行っても、遅きに逸し

ます。人口が横ばい・微減の今のうちから徹底した住みやすいまちづくりに力

を入れることで、急激な人口減少と急速な少子高齢化を未然に防いでまいりま

す。 

そのためにも、「未来につながる「住まいの輪」促進事業」の推進や公営住宅

新町団地の整備を行うとともに、新たに東京圏からの移住支援を行い、移住者

の受け入れ態勢を整えてまいります。 

さらに、本年度は、ふれあい交流館に非常用発電機を整備するなど計画的に

非常用発電機を避難所に整備して、町民が安全で安心して暮らすことができる、

災害に強いまちづくりを進めてまいります。 

 

第二に、『東神楽流子育て支援』です。 

若者・子育て世代の人口流入を促すため、引き続き、新時代を担う子どもた
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ちを育む子育て支援の充実に全力で取り組んでまいります。 

本年１０月からの幼児教育無償化政策に備えて、待機児童を出さない取り組

みを強化するため、東聖小規模保育園の定員を拡大するとともに、新たな保育

の受け皿も確保してまいります。 

また、様々な支援を必要とする子どもの自立する力を育む居場所として、家

でも学校でもない第三の居場所の取り組みを本格的に実施するなど、地域にお

ける多様な子育て支援を推進してまいります。 

あわせて、東神楽幼稚園と中央保育園との幼保連携に向けた具体的な方策を

検討してまいります。 

 

第三に、『東神楽流スーパー健康長寿社会の実現』です。 

高齢化の進展を抑制することはできても、高齢化を完全に防ぐことはできま

せん。高齢化の現実と未来を受け止め、町民に心身ともに元気でいきいきとし

た高齢者と若者があふれる町を目指してまいります。 

これまで実施してきた時代の最先端をいく健康食育タウン事業の更なる展開

を図るとともに、民間企業と連携を図りながら健康情報の高度化に向けた取組

などを進めてまいります。 

 

第四に、『東神楽流高齢者の活躍の場づくり』です。 

増加する高齢者が、高齢期を楽しく、生きがいとやりがいに満ちあふれ、身

近な仲間と支え合いながら、安心して暮らしていける地域づくりを進めていく

ことが重要です。 

本年度は、老人クラブとも連携をしながら、地域高齢者の健康づくりや、友

愛活動、安全・安心のまちづくりを目指すボランティア活動など高齢者の活躍

の場を広げてまいります。 
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また、大雪カムイミンタラＤＭＯと連携した冬の観光体制強化に高齢者の積

極雇用を図る取組みも進めてまいります。 

 

＜キーワードは「効率化」と「生産性の向上」＞ 

これらの政策を実施する上で、東神楽町が新時代を生き抜くためのキーワー

ドは「効率化」と「生産性の向上」です。限られた働き手、限られた予算の中、

いかに効率的・効果的に政策を運営していくかが、平成のその先の時代の未来

を切り開いていけるかどうかのカギになります。 

 

＜効率的なまちづくりへの挑戦＞ 

このため、来たる平成３１年度は、「効率的なまちづくりへの挑戦の年」だと

考えています。「よりコンパクトなまちづくり」「より効率的なネットワークの

形成」「より効率的な行財政の運営」「より高い経済生産性の実現」など、あら

ゆる面で効率化を意識しながら、将来の高齢化の荒波を乗り切ってまいります。 

 

＜よりコンパクトなまちづくり＞ 

既に東神楽町は、コンパクトなまちづくりを実現してきた町ですが、更なる

高齢化に備え、より一層のコンパクトなまちづくりを目指します。 

老朽化し、耐震基準に適合しない総合福祉会館や国民健康保険診療所などの

公共施設等を集約・再編し、効率的で利便性の高い複合施設の整備を、住民の

皆様のご意見を聴きながら、基本設計と実施設計の策定を進めてまいります。 

 

＜より効率的なネットワークの形成＞ 

また、『将来の東神楽の骨格を成すインフラ整備』も効率的なまちづくりには

必要です。 
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地域高規格道路の整備などの大規模事業推進に向けて関係機関への要請や、

東神楽工業団地から地域高規格道路へ直接アクセスできる町道北２線の整備を

進めてまいります。 

 

＜より効率的な行財政の運営＞ 

さらなる行政効率の向上や、今後も持続可能な行財政運営を行うため、「行財

政改革基本方針」の策定と、事務事業のＰＤＣＡサイクルの構築に向けて取り

組んでまいります。 

 

＜より高い経済生産性の実現＞ 

さらに、地域経済の生産性向上にも力を注いでまいります。 

東神楽町の基幹産業である農業の生産性向上に向け、国営緊急農地再編整備

事業を進めてまいります。期成会と関係組織が一丸となり、旭東東神楽地区は

円滑な工事を進め、聖台地区を含む旭東地区も事業に着手してまいります。 

商工業・観光面では、新規創業にかかる融資による中小企業の育成や、ひが

しかぐら森林公園のリニューアルについても費用対効果に十分配慮しながら進

めてまいります。 

 

＜さいごに＞ 

最後になりますが、先人たちが土台を作った繁栄に安住することなく、受け

取った繁栄のバトンを後世に引き継いでいかなければなりません。平成３１年

度は、先ほど申し上げました政策を軸におきつつ、きめ細やかに各分野の政策

を着実に実行・実現していくことで、平成のその先の未来に東神楽町に立ちは

だかる困難を乗り越えて、新たな時代に向けて前進してまいります。 
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■ 健やかな笑顔あふれるやさしいまちづくり 

○ 子育て支援 

最優先課題である子育て支援につきましては、安心して子どもを産み育てる

ことができる地域づくりに向けて、地域世代交流センター「これっと」「ぱれっ

と」を子育て支援の拠点とするとともに、乳幼児を対象とした親子サロンや育

児相談など子育て支援センター事業の充実、生まれてくる子どもの居場所をお

祝いする「君の椅子プロジェクト」の継続、放課後の子どもの居場所づくりと

して、放課後子ども教室の開催や児童クラブにおける学習支援などを推進して

まいります。  

 

○ 高齢者支援 

高齢者支援につきましては、「介護、住まい、介護予防、生活支援、医療」の

連携・推進のもとで、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが

できるよう、多様な機関・団体による包括的な相談支援体制の整備や住民主体

の支え合いづくりの推進など、官民協働による地域包括ケアシステムの構築の

充実とともに、認知症施策の推進や重症化予防等推進事業への取り組みを行っ

てまいります。 

すでに実施している介護予防・日常生活支援総合事業では、地域包括支援セ

ンターと生活支援コーディネーターが中心となり、生活支援・介護予防推進協

議会による地域の支え合いに関する課題の把握や対策の検討、個別の潜在ニー

ズの把握による福祉事業の充実をより一層進めてまいります。 

また、高齢者が社会参加・社会的役割を持つことで介護予防等につながるよ

う、引き続きサロン活動や生活支援ボランティア活動への助成事業のほか、自

主活動支援体験・リーダー養成講座や地域リハビリテーション活動支援事業な

ども継続し、高齢者の自主的な活動への支援策の普及・充実を図ってまいりま
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す。 

高齢者の買い物や通院などの外出を支援するための交通料金助成制度に、昨

年度から高齢者による自動車運転事故の防止などを目的に運転免許証を自主的

に返納された方を対象に加えており、制度の利用促進にも努めてまいります。 

 

○ 障がい者支援 

障がい者支援につきましては、平成３０年度から３年間を期間とする第５期

障がい福祉計画に基づき、障がいを持つ方が住み慣れた地域社会の中で安心し

て暮らしていけるよう、各種障がい福祉サービス等の充実や権利擁護、就労の

拡大、社会参加の促進を図るなど、障がい者や障がい児を地域ぐるみで支える

ための環境づくり、地域生活支援体制の充実を推進してまいります。 

今後も、東神楽町地域自立支援協議会を定期的に開催し、さまざまな観点か

ら地域課題の協議・検討を行なうとともに、障がい者等相談支援事業を委託し

ているＮＰＯ法人や社会福祉協議会との連携を深め、制度などに関するわかり

やすい情報提供に努め、障がい者支援の一層の向上に努めてまいります。 

 

○ 地域福祉 

地域福祉につきましては、住み慣れたまちで人と人とのつながりを大切に、

誰もが安心して暮らしていくために、社会福祉協議会をはじめ、行政区・町内

会、民生委員・児童委員、ボランティア団体などの関係団体と連携・協力しな

がら、身近な地域での支え合い・助け合い活動のより一層の活性化を促進して

まいります。 

また、高齢者・障がい者等を対象とした配食サービス、除雪サービス、移送

サービス等の在宅福祉サービスの充実や、地域住民が気軽に交流するための地

域サロン等の活動支援、地域福祉に関する情報提供・相談体制の整備などの取
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り組みを進めてまいります。 

 

○ 保健・健康づくり 

保健・健康づくりにつきましては、町民一人ひとりが健康寿命を延ばせるよ

う、妊娠期から成年期まで切れ目ない保健サービスを継続してまいります。 

すでに実施している助産師による妊婦訪問・健康相談等の個別支援や、多胎

児妊娠・不妊症治療に関わる助成事業、新たに加えた産婦健康診査事業や産後

ケア事業を継続実施し、出産後の心身ともに不安定になりやすい産婦に対する

支援の充実も図ってまいります。 

健康食育タウン事業では、健康食育コンシェルジュと連携し、料理教室や運

動教室、ウォークラリーなど、楽しみながら無意識のうちに健康を維持できる

ことを目指した取り組みをさらに進めてまいります。 

また、民間企業、団体等の協力を得ながら、新たな健康づくり施策を実施し、

いかに健康寿命を延ばしていくのかを考えながら、積極的に事業を実施してま

いります。 

 

○ 医療 

医療につきましては、町民の身近な医療機関として国民健康保険診療所を運

営し、他の医療機関との連携や広域的連携により地域医療体制の充実を図って

まいります。 

診療所の建替えにつきましては、他の公共施設と合わせた複合施設として建

築の具体的検討を進め、診療体制のあり方につきましても将来を見据え検討を

進めてまいります。 
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○ 社会保障 

社会保障につきましては、国民健康保険事業の健全化に向け、他の大雪地区

広域連合構成町と連携し、平成３０年度から６年間を期間とする「第２期デー

ターヘルス計画」に沿って、保険者努力支援制度を有効に活用しながら、更な

る特定健康診査の受診率向上、保健指導の推進などを通じて、生活習慣病の重

症化を防ぐことで医療費の抑制を図るとともに、介護認定の原因疾患の予防や

健康寿命の延伸に努めてまいります。 

国民健康保険制度につきましては、前年度より運営主体が北海道になったこ

とから、北海道が算定する保険料率を基とする保険料の設定により、保険料水

準に激変が生じないよう他の広域連合構成町と連携しながら、公平な負担とな

るよう努めてまいります。 
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■ 明日の活力を生む産業のまちづくり 

○ 農林業 

農業につきましては、異常気象や農業資材の高騰、日欧ＥＰＡ、ＴＰＰ１１

を始めとする国際情勢、農業生産人口の減少など本町においても農業を取り巻

く情勢は大変厳しく不透明感を増しています。このような情勢の中、経営所得

安定対策、日本型直接支払など諸制度の円滑な実施や、女性農業者や農業後継

者の育成・確保に加え、輸出の振興など本町の農業発展に向けた取り組みを積

極的に進めるとともに、営農技術の向上、鳥獣害対策など関係組織と連携して

農業生産者を支援してまいります。 

また、多角経営を志向する農業者とともに、農業・農村との交流が深まるよ

う「東神楽流グリーンツーリズム」を推進してまいります。 

林業につきましては、森林経営管理法に対応した適切な経営・管理体制を進

める一方、森林認証を基盤とした計画的な森林整備や施業の促進を森林組合と

ともに行ってまいります。 

 

○ 畜産 

畜産につきましては、消費者にクリーンで良質な畜産物を安定的に供給し、

地域の産業として持続的に発展できるよう、環境や家畜に優しい畜産経営を推

進するとともに、生産者とともに飼養衛生管理を進め、伝染性疾病の発生防止

に努めてまいります。 

 

○ 商工業 

商工業につきましては、地域経済の安定は町民の暮らしを支え、地域を構成

する重要な役割を担っていることから、商工会との連携のもと、企業、事業主

への各種融資制度の周知などを行いながら、経営安定と体質強化、経営革新や
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後継者の育成、企業誘致などを進めてまいります。 

また、引き続き東神楽ブランドの育成、新規創業に向けた助成や融資などの

支援を行うとともに、特産品や商品開発の足がかりとなるよう、異業種の交流

を推進してまいります。 

 

○ 観光 

観光につきましては、「花のまち」としての特性や空港所在地としての優位

性を活かして、新たな観光資源の開発や情報の発信、さらにはイベント開催等

により町の知名度向上を図り、東神楽町観光協会とともに観光客誘致に向けた

事業を進めてまいります。 

 

○ 雇用対策 

雇用対策につきましては、引き続き、関係機関との連携のもと情報提供や相

談、地元事業所への働きかけ等を通じて、従業員教育の支援、女性・高齢者・

障がい者の雇用促進に努めてまいります。 

また、近年課題となっている人手不足に対応するため外国人材の受入れにつ

いて、実態調査や制度などの研究を進めてまいります。 
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■ 未来を拓く心豊かな人を育むまちづくり 

○ 幼児教育・保育 

幼児教育・保育につきましては、幼児一人ひとりの発達や特性に応じて、豊

かな心と健やかな体を育むため、東神楽幼稚園と中央保育園などにおける教育・

保育環境の充実を図るほか、幼稚園・保育園・認定こども園・小学校間の連携

や交流を一層進めてまいります。  

これまで実施しております私立幼稚園や認定こども園に対する就園奨励助成

や運営助成、多子世帯に対する経済的負担の支援、認可外保育施設等への運営

支援についても継続して進めてまいります。 

 

○ 学校教育 

学校教育につきましては、変化の激しい時代であっても、子どもたちが様々

な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく人間性を育成

することが重要であることから、知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を育

成する教育の推進に努めてまいります。 

確かな学力については、児童・生徒一人ひとりが主体的に学習に取り組むと

ともに、基礎的な知識・技能のほか課題解決能力や考える力を育むため、加配

教員などによるきめ細かな指導や体制の充実を図るなど、より充実した学校経

営を行うことにより、質の高い東神楽スタイルの教育実践に努めてまいります。  

小学校と中学校の９年間の学びを連続させる併設型の小中一貫教育について

は、前年度に立案しました目指す子ども像や単元系統表などに基づいた教育活

動を小中学校一体となって推進してまいります。 

国際理解教育につきましては、外国語によるコミュニケーション能力の向上

を図るため、中学校英語教員が、小学校の外国語の授業を行うなどして、外国

語指導の充実に努めるとともに、ALTを派遣するなどして幼児の外国語教育の
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充実も図ってまいります。 

コミュニティ・スクールの取り組みについては、学校や家庭、地域、行政な

どが協働して、地域とともにある学校づくりを進めるため、熟議の場を活性化

するなどして、各小・中学校におけるコミュニティ・スクールの活動を支援・

拡充してまいります。 

特別支援教育につきましては、一人ひとりの発達段階に応じた指導や支援を

行うため、個別の指導計画を立案するなどして、特別支援学級の設置や通級指

導教室の充実を図ってまいります。  

生徒指導につきましては、いじめや不登校の対策として、スクールソーシャ

ルワーカーやスクールカウンセラーによる取組を充実させるとともに、加配教

員やコーディネーターによる不登校児童生徒への支援を行うなどして、より一

層、子どもや家庭に寄り添った指導を行ってまいります。  

学校給食では、衛生管理を徹底するとともに、生活管理表に基づくアレルギ

ー対応を進め、栄養バランスのとれた、安全で楽しい学校給食の提供と地場食

材の利用拡大に引き続き努めてまいります。前年度より実施の「社会的課題に

対応する学校給食の活用事業」では、子どもたちが和食の良さに気付き、食べ

残しをなくそうとする思いが高まるよう取り組んでまいります。  

教職員の働き方改革については、共同学校事務室による５小中学校の事務の

共同化を図ることで、事務作業を効率化し、教員が子どもと向き合う時間の確

保につながるよう、より一層の取り組みを進めてまいります。 

また、部活動については、引き続き、部活動指導員を配置してまいります。 

さらに、教職員の勤怠管理をするシステムを導入し、勤務状況の正確な把握

をすることによって、教員自身も勤務時間を意識し、限られた時間の中で最大

限の効果を上げられるような働き方となるよう努めてまいります。 

学校教育環境の整備につきましては、厨房調理器具備品の更新と学校施設の
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ＬＥＤ化のほか、教職員住宅の解体工事や整備、校舎の修繕などを進めてまい

ります。理科教材、体育備品などの充実に引き続き取り組むほか、児童用の椅

子などを更新してまいります。 

 

○ 家庭・地域教育 

家庭・地域教育につきましては、家庭・地域・学校などの連携協力を推し進

めるため、生涯学習コーディネーターを引き続き配置して、地域学校協働本部

や地域未来塾、家庭教育支援、土曜教育などの活動を拡充してまいります。  

地区公民館につきましては、多様化・複雑化する地域の課題に対応するため、

地区公民館活動への支援を通じて地域の元気づくりを推進してまいります。  

また、公民館施設の整備では、災害などにも対応可能な八千代地区公民館の

改修に向けた検討を進めてまいります。 

 

○ 生涯学習・社会教育 

生涯学習・社会教育につきましては、社会教育施設の安全な維持管理と利用

拡大に向けた取り組みを進めてまいります。  

図書館については、ふれあい交流館図書室と学校図書室との連携により図書

館資源の有効活用を図るとともに、本年度に第３次子ども読書推進計画を策定

するなどして、読書環境の充実に努めてまいります。 

多様化、高度化する学習ニーズに対応した特色のある講座などを開催するほ

か、自然や社会体験などの活動を展開してまいります。  

高齢者大学を引き続き開設するほか、高齢者の豊かな経験と知識を生かす新

たな取り組みを進めてまいります。  

また、鹿児島県長島町との小学生の相互交流事業を引き続き実施してまいり

ます。 
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○ 文化・芸術 

文化・芸術につきましては、豊かで生きがいに満ちた暮らしの確保と地域文

化の継承・創造に向けて、文化連盟をはじめ各文化芸術団体やサークルの育成・

支援に努め、町民主体の文化活動を推進してまいります。 

 

○ スポーツ 

スポーツにつきましては、地域でのスポーツ活動や健康づくりを推進するた

め、スポーツ教室やイベントなどを開催するとともに、スポーツ施設や設備の

充実を図ってまいります。 

また、子どもたちの夢づくりを応援するため、スポーツ選手などから学ぶ機

会を提供するほか、少年団活動への支援や体力・運動能力の向上に資する取り

組みを進めてまいります。 

さらに、本年度は、Ｂ＆Ｇ海洋クラブを設立し、森林公園貯水池やプールに

おいて水に親しむ活動を推進してまいります。 
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■ 花と緑に包まれた美しく安全なまちづくり 

○ 防災 

防災につきましては、町民が安全で安心して暮らすことができる、災害に強

いまちづくりを進めるために、町民の防災意識の向上が図られるよう、避難所

運営などの訓練を実施するとともに、防災機能の強化、広域防災連携の推進、

関係機関・団体との防災協定など、総合的な防災体制の確立を図ってまいりま

す。 

 

○ 消防 

消防につきましては、地域における安全・安心の対応・確保に向けて、消防

力の強化を進めてまいります。 

特に消防水利の確保に向けて、本年度は導入から３６年が経過し老朽化した

大型水槽車の更新を行います。 

さらに、恒久的な消防水利確保に向けた防火水槽の増設について、本年度は

適当箇所の調査を行い来年度以降の設置を目指します。 

また、消防団を中核とした地域防災力の充実強化のため、町内企業や団体に

消防団の重要性を改めて認識していただく中で、団員の加入促進を図り、さら

に研修・訓練の積み重ねを通して消防団活動の活性化を進めてまいります。 

 

○ 防犯 

防犯につきましては、２４時間体制の東神楽交番のもと、防犯協会などの関

係団体と連携を図りながら情報提供や防犯パトロールなどを実施し、町民の防

犯意識の高揚を図り、犯罪のない安全で、安心して暮らせる地域づくりの実現

に努めてまいります。 
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○ 交通安全 

交通安全につきましては、交通事故のないまちづくりを目指して、警察や交

通安全協会などと連携しながら啓発活動や交通安全教育を推進し、町民の交通

安全意識の高揚を図る中で、平成３１年４月２６日の交通事故死ゼロ１,００

０日を目指し、交通事故を未然に防止するための環境づくりに努めてまいりま

す。 

あわせて町内の交差点などの危険箇所や通学路を中心とした各種交通安全施

設の整備・拡充に向けて、警察機関に対して引き続き要望をしてまいります。 

 

○ 消費者保護 

 消費者保護につきましては、町民の消費生活の安定と向上を図るため、旭川

市消費生活センターとの広域連携のもと、消費生活に関する情報収集や相談に

対応するとともに、年々多様化する悪質商法などの消費者被害には、消費者協

会などの関係団体で構成する「東神楽町犯罪及び交通事故のない安全で安心な

まちづくり連絡会」を通じて啓発・予防活動を行ってまいります。 

 

○ 環境保全 

環境保全につきましては、自然環境と共生する清潔で美しいまちを目指して、

広報・啓発活動により、町民や事業者の環境保全意識の高揚を図るとともに、

自主的な活動を促進しながら、公衆衛生の向上と快適な生活環境の確保に努め

てまいります。 

 

○ ごみ処理 

ごみ処理につきましては、「資源循環型社会」の形成に向けて、ごみ分別の徹

底と減量化の啓発活動や、資源物と使用済小型家電のリサイクル体制の充実な
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ど再資源化と有効活用を推進し、大雪清掃組合と連携した効率的なごみ処理体

制の強化とごみの減量化を図ってまいります。 

また、ごみの分別が多様化する中、少量の生ごみを処理する「生ごみ処理機

容器等購入補助金制度」を新設し、ごみの減量と衛生的な処理を促進するとと

もに、ごみの焼却等の環境負荷の軽減に努めてまいります。 

し尿・浄化槽汚泥処理につきましては、旭川市を含む広域的連携のもと、収

集・処理体制の効率化と充実に努めてまいります。 

 

○ 下水道等 

下水道事業につきましては、現有施設の適正な維持管理に向け、管きょの長

寿命化計画に基づいて、引き続き管きょ更生事業を進めてまいります。 

経営の健全化につきましては、本年度より地方公営企業法の財務規定を適用

し、下水道使用料の改定などを含めて健全経営の推進に向けて検討してまいり

ます。 

また、下水道事業による集合処理ができない地域におきましては、今後も合

併処理浄化槽の設置を推進するとともに、適正な維持管理を指導してまいりま

す。 

 

○ 花いっぱいのまちづくり 

花いっぱいのまちづくりにつきましては、花のまち景観づくり条例や花のま

ち景観計画に基づき、町民と連携のもと、花のまちづくりや環境美化を推進す

ることにより、東神楽町らしい景観づくりを進めていくとともに、２０２０年

度実施予定の花のまち・花まつり５０周年に向けて、育苗センターを拠点とし

た「花の駅」の拡充やオープンガーデンの取組み強化、イベントの拡充など、

新しい時代の「花のまち」を発信してまいります。 
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■ 利便性のある快適なまちづくり 

○ 土地利用及び都市計画 

土地利用及び都市計画につきましては、すでに国営緊急農地再編整備事業や

地域高規格道路の整備、河川改修などの大型事業が着手されておりますので、

関係機関と連携しながら、前々年度に策定した都市計画マスタープランに基づ

き、景観にも配慮した土地利用を総合的かつ計画的に進めてまいります。 

 

○ 道路 

道路につきましては、地域高規格道路をはじめ道道東川東神楽旭川線など、

道道の改良整備を北海道に対して積極的に働きかけてまいります。 

町道につきましては、安全・安心な道路維持の観点から道路ストックの修繕

計画に基づいた修繕事業を引き続き実施するとともに、ひじり野地区や中央市

街地地区の生活道路において舗装点検を実施し、修繕計画を策定してまいりま

す。 

橋梁につきましては、長寿命化修繕計画に基づいて修繕を継続してまいりま

す。 

 

○ 公共交通 

 公共交通につきましては、民間バス事業者に対して、運行本数や路線の充実

など、バス利用者の利便性の向上に向け、きめ細やかな対応を引き続き要望し

ていくとともに、町営バスにおきましては、通学のほか町民の身近な移動手段

であることから、その適正な運行と管理に努めてまいります。 

 

○ 住宅 

公営住宅につきましては、長寿命化計画に基づき、既存公営住宅の適正な維
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持管理に努めてまいります。 

 

○ 雪対策 

雪対策につきましては、安全かつ円滑な交通や学童などの通学路の確保のた

め、関係機関や地域住民と連携を図りながら、効率的・効果的な除排雪を進め

てまいります。 

また、宅地内の雪処理対策として、引き続き、融雪施設の設置に対して助成

を行うとともに、融雪施設の設置を希望されない高齢者世帯等につきましては、

地域で除雪を行う行政区、町内会等を対象にした小型除雪機の貸し出しを実施

してまいります。 

 

○ 公園・緑地・墓地 

公園・緑地につきましては、町民の憩いの場、子どもの遊び場の確保と、緑

あふれる快適な環境づくりに向けて、安全に安心して利用できるよう、公園施

設の適正な維持管理に努めてまいります。 

墓地につきましては、新たに育苗施設の増設を盛り込むため「東神楽町新墓

園基本設計」の修正を行うとともに、地権者との用地買収と物件補償を進める

など、今後の墓地整備などに向けた取り組みを進めてまいります。 

また、火葬場におきましては、昭和５１年の開設以来４３年が経過し、耐震

基準を満たさない施設であることから、平成３１年度大雪葬斎組合予算に基本

計画策定の予算を計上し、地域住民をはじめ、他の大雪葬斎組合構成町と建設

計画の協議を進めてまいります。 

 

○ 河川 

河川につきましては、近年の異常気象により、河川の氾濫など予期せぬ災害
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が発生していることから、八千代川・稲荷川の河川改修の早期着手やポン川改

修の早期完成、さらに、改修完了までの期間は適切な維持管理を行うよう北海

道に対して強く要望をしてまいります。 

また、地域住民や関係機関と連携して、普通河川や排水路などの適正な維持

管理に努めてまいります。 

 

○ 上水道 

上水道につきましては、安全な水の安定供給に向け、今後も計画的に整備を

進めてまいりますが、前年度に策定した中長期的な経営戦略をもとに、水道事

業が将来にわたって、健全な財政運営を図るため、引き続き業務内容や水道料

金の改定などについて検討を進めてまいります。 
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■ 連携と協働で築く自主自立のまちづくり 

○ 協働のまちづくり 

協働のまちづくりにつきましては、町民と行政が協働して地域社会における

課題を解決するまちづくりに向けて、各種政策形成の過程で積極的に町民参画

を進めるとともに、広報紙やホームページ、フェイスブックなどの充実、まち

づくり懇談会の開催など広報・広聴活動の一層の充実に努めてまいります。 

 

○ コミュニティ 

コミュニティにつきましては、地域住民自らによる地域課題の解決や魅力あ

る地域づくり、ともに支え合う地域づくりに向け、地域の特性を活かした「地

区別まちづくり計画」に掲載している事業を推進しながら、コミュニティ活動

の拠点となる自治公民館の構築と、住民自治のまちづくりを強化する条件整備

を進めてまいります。 

「地区別まちづくり計画」で掲げている各地区の取組みの推進におきまして

は、ふるさと納税も活用しながら、地区公民館や町民団体が行う地域活性化の

事業に対して支援をしてまいります。 

 

○ 情報化 

情報化につきましては、町民サービスの向上と行政運営の効率化、町全体の

活性化に向け、行政内部の情報化の一層の推進や、多様な分野における情報サ

ービスの提供を行ってまいります。 

また、公衆無線ＬＡＮ環境整備事業として前年度に整備した志比内小学校と

八千代地区公民館までの光ファイバーケーブルの利活用も含め、町内全域のブ

ロードバンド化に向け、引き続きケーブルテレビ等関係機関に要望していくと

ともに、事業の実施等の検討を行ってまいります。 
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○ 交流 

交流につきましては、国際化の一層の進展に対応した人づくり、地域づくり

を進めるために、今年度は、隔年で実施している青少年台湾派遣交流事業や東

神楽中学校と姉妹校である台湾桃園市大園国民中学校の生徒の受け入れ事業を

行い、多様な異文化の生活、習慣や価値観を受容し、共生する態度を養うなど、

国際理解教育の促進に努め、家庭・学校・地域が一体となった国際交流を推進

してまいります。 

また、国内における地域間交流も人材育成や地域活性化の大きな契機となる

ことから、相互の地域資源を活用した交流に努めてまいります。 

 

○ 人権・男女共同参画 

男女共同参画につきましては、「東神楽町男女共同参画計画」に基づき、男性

と女性が社会の対等な構成員として正しく評価され、その能力が十分に発揮さ

れ、あらゆる分野でいきいきと活躍できるよう、男女共同参画社会の形成促進

に努めてまいります。 

 

○ 行政運営 

行政運営につきましては、限られた資源を有効に活用し、自立性の高い行政

運営を持続的に進めるため、効果的な行政サービスを提供できるよう、業務の

改善・改革を図ってまいります。 

また、引き続き職員研修の充実など職員の人材育成や適正な定員管理などの

推進に努めてまいります。 

 

○ 財政運営 

財政運営につきましては、今後も、歳入・歳出の均衡を保ちながら財政構造
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の弾力性と規律を堅持し、持続可能な行政サービスの提供に向けた財政運営を

目指してまいります。 

歳入確保におきましては、町税などの収納率向上のため、新たな未納者を生

まない取り組みを優先し、納税者個々の状況を考慮した徴収を行ってまいりま

す。 

また、ふるさと納税やクラウドファンディングを活用した資金の調達などの

取り組みを推進し、町と町の特産品を全国に発信するとともに、町の財政に資

する施策を展開してまいります。 

今後とも、自主財源の確保に努力を払い、経常経費の節減と健全かつ効率的

な財政運営に努めてまいります。 

 

○ 選挙  

選挙につきましては、本年４月に統一地方選挙が予定されており、７日には

北海道知事選挙と北海道議会議員選挙、２１日には町議会議員選挙が、また７

月に参議院議員通常選挙、来年２月には町長選挙の執行を予定していることか

ら、適正な選挙執行に向けて準備を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


